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前週例会報告 

KAKOGAWAHEISEI

ＲＩテーマ   世界に希望を生み出そう 

★ 会長の時間 

 

 

2023～2024 年度 RI 会長 ゴードン R.マッキナリー  

じょんず 

ほ 

★ 卓話 井上会員 

 

★ 幹事報告 

 



 

 

 

 

 

地区大会も終わり、3月からは地区行事も次年度モードになってきました。 

今週は地区委員会が 2度もあり少々飲み過ぎて胃の調子が悪いところです。 

10日の日曜日には地区ラーニング委員会なるものが発足しました。以前まで研修委員会といってお

りました。研修とかセミナーとかといういい方は皆さんに上から目線で研修を行ってしまうことの弊

害を排除していこうという考え方から、昨年 10 月までの国際ロータリー理事会において研修委員会

とか研修リーダーという名称を変え、ラーニング委員会とかラーニングファシリテーターという名称

に替わりました。詳しくはロータリー章典を読んで頂ければ確認することができます。 

最近の地区委員会会合に参加しますと、演台に講師が長時間お話しをすることは減ってきたと思い

ませんでしょうか。各テーブル 8 名程度でテーブルを囲んでテーマに沿って個々で話をし、また時間

を区切って話します。また他の方の意見に割り込まず、同調しながら討議します。これをＲＬＩ方式

のファシリテーションといいます。今後もこのような方法でロータリーを理解するようになります。 

またこのラーニング委員会は専任のガバナー補佐をおき、地区内各委員会の動向を整理し委員会や

セミナーなどがかぶらないようにする、またはロータリー研修デーを設けその日に集中することで地

区内クラブ会長はじめ会員の動きに無駄が無くなるというメリットがあります。 

そういうわけで次年度の主要委員会の委員長をラーニング委員会委員として委嘱されたというわけ

で私も地区委員長の立場でこの委員会に所属し他の委員会の動向もよくわかるし今の立ち位置がよく

わかり次年度が楽しみになってきました。 

 

  

 

 

① 回覧します 

・次年度ロースター作成資料※変更のない方は〇印を、ある方は変更事項をご記入お願いします。 

・中津平成ロータリークラブ週報 

・加古川中央ロータリークラブより創立 50周年記念誌 

② Boxに立正学園見学例会のご案内を入れています。 

③ 次週 4月 3日(水)の例会は、3月 29日(金)午後 6時より「繁の家」にてインフォーマルミーティ

ング＋観桜例会に変更となっております。また、4月 10日(水)の例会は午後 6時より「しげ真」

にて古希のお祝い例会に変更になっております。移動例会が 2 週続きますが、お間違いのないよ

うにお願いいたします。引き続き、会費を受付で集金いたします。 

 

 

 

 

SONG TODAY 
 

我等の生業 
作詞；高野辰之  作曲；岡野貞一 

※前のボードでお願いします 

 

 

 

 

 

※ 例会欠席の時は必ず事前に事務局へ連絡！ 

 

本日の幹事報告 

会 長 の 時 間 
 会 長  林   知 宏 



 

 

 

ポリオ根絶活動でのハイテク化されたマッピング 

地理的空間テクノロジーで取り残される子どもたちを減らす 

 

昨年、コンゴ共和国でポリオの発生を食い止める

ためにワクチン接種員が各地に赴いた際、一軒一

軒を回るごとに進捗状況を追跡できる携帯アプリ

が強力なツールとなりました。携帯電話に搭載さ

れたこの携帯アプリを通じてデータが司令センタ

ーに送られ、デジタル地図上で見逃した家がない

かどうかを確認でき、現場のチームを効果的に動

員することができました。 

 

世界保健機関（WHO）や世界ポリオ根絶推進活動

（GPEI）のパートナー団体からの支援を受け、この国は、ポリオ発生を食い止めるための地理的空

間追跡と呼ばれる手法のパイオニアとなっています。ミスが起こりやすい手書きの地図に頼る代わ

りに、対応チームのリーダーは、ワクチン接種員がどこに行ったか、どの家に行けなかったかをピ

ンポイントで把握することができます。ワイヤレス接続が可能であれば、これがリアルタイムで行

われます。このようなスピードと正確さは、確実に子どもたち一人ひとりにワクチンを届け、流行

を食い止めるために極めて重要となります。 

 

「携帯電話を充電しておき、外出時には必ず追跡装置をオンにすれば、あとはそれをポケットに入

れて家々を回るだけです」と、WHO の訓練を受けたワクチン接種員の一人、サンドリーヌ・リナさ

んは話します。 

 

2023 年 6 月、変種ポリオウイルス 1 型が発生した際、彼女たちは数百台の携帯電話を持参して街頭

に出ました。WHO アフリカ地域は 2020 年に野生型ポリオウイルスの根絶が証明されましたが、ワク

チン由来ポリオウイルスまたは変種ポリオウイルスとして知られる型のポリオは、依然として脅威

となっています。このようなケースは、経口ワクチンに含まれる弱毒化された生きたウイルスが、

ワクチン接種率の低い地域社会の下水を通して長期間にわたり循環し、潜在的に危険な型に変異し

た場合にまれに発生します。 

このような流行を食い止めるカギは、徹底した予防接種キャンペーンです。地理的空間追跡は、合

理的なマップとモデルを生成し、重要な役割を果たします。WHO のアフリカ地域地理的情報システ

ムセンター責任者であるケバ・トゥーレイさんは、「このツールは、予防接種が十分に行われていな

い集落を特定するのに役立ち、データをダウンロードして活動を導くことができる」と話します。 

地区的空間追跡の初期的な技術は 2012 年からナイジェリアで使用され、これが功を奏し、8 年後に

この地域から野生型ポリオウイルスがなくなったという証明につながりました。「これを基に、集落

の地図を確実に作成するという革新的なアイデアが生まれた」とトゥーレイさんは話します。これ

は現在、カメルーンでも使用されています。  

コンゴ共和国の保健省が主導した 6 月の予防接種キャンペーンでは、毎朝約 500 台のスマートフォ

ンが接種員に配布されました。フィットネストラッカーのように、アプリによって歩数がカウント

され、日付や時間などの詳細と共に地図上に反映されます。接種員はまた、集落名、世帯情報、ワ

クチン拒否者の理由などのフィールドデータを収集するために携帯電話を使用できます。 

このデータは、オペレーションセンターのマネジャーがリアルタイムで監督できるデータベースに

供給されます。オンラインのダッシュボードに表示されるマップでは、エリアが緑と赤に色分けさ

れます。「緑色は、ワクチン接種者がこれらの地域を通過したことを示し、赤色は、通過が計画され

ていたもの実現しなかったことを示す」と、この情報システムの分析者であるデリック・デメベン

グさんは説明します。 

 

クラブ会報・雑誌 

記録小委員会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ロータリ

ー用語  



ポリオ発生時の対応が行われた初日の終わりに、首都ブラザビルのオペレーションセンターでは市

内のポト・ポト地区の一部がカバーされていないことを確認。その後、朝一番に予防接種員を現地

に派遣し、接種を受けていない子どもたちへの対応が行われました。  

データを見直し、素早く軌道修正する能力は非常に重要です。以前は、マイクロプランを作成する

ために、予防接種員が描いた地図に頼らざるを得ませんでした。不正確な情報は避けられず、キャ

ンペーンが終了するまで情報が確認されないことも頻繁にありました。「すべての居住地がどこにあ

るのかを把握しておかなければならないため、マイクロプランは、ポリオ発生時の対応キャンペー

ンを準備する上で不可欠な要素です」とトゥーレイさんは指摘します。 

公衆衛生上の緊急事態に対応するための疾病マップ作成には長い歴史があります。1854 年、英国人

医師ジョン・スノーは、ロンドンでコレラが発生した際に、近代疫学におけるマッピングの最も初

期の利用法の一つを発案しました。スノーは発生源を探すために、患者と給水ポンプ（汚染水が原

因と考えたため）の位置をマッピングしました。その結果、彼は一つのポンプがコレラの主な発生

源である可能性が高いことを突き止め、そのポンプを閉鎖したところ、コレラの流行は終息しまし

た。 

今日、多くのコンピューター技術を背景に、

地理的空間分析は、気象モデリングや販売動

向予測から、国防、災害対応、農業まで、あ

らゆる分野で活躍しています。WHO は、ヘビに

噛まれたインドの人びとの救命活動から、90

カ国以上への新型コロナワクチンの供給、ポ

リオ根絶活動に至るまで、世界中の公衆衛生

の脅威に対抗するために地理的空間テクノロ

ジーを利用しています。  

このテクノロジーは、見過ごされがちな地域

社会の人びとに手を差し伸べるために重要であると、GPEI のパートナー団体の一つであるビル＆メ

リンダ・ゲイツ財団の疫学者、ルファロ・サマンガさんは話します。「特にリソースが限られている

低・中所得国では、予防接種活動の質を向上させることができるでしょう。こうした追跡システム

から得られるリアルタイムのデータによって、見逃されがちな住民の一部を特定することができま

す」 

 

コンゴ共和国で使われているこの技術の最新バージョンには、多くの改良が加えられています。「軽

量で配備が簡単です」と、トゥーレイさんは説明します。「現地情報、特に居住地に関する情報を収

集することができ、アウトブレイク時の対応キャンペーン中に収集できた情報はすべて、将来のキ

ャンペーンのためのマイクロプランの更新に使用できます」 

デメベングさんによると、この技術は現場での視認性の問題を解決し、監督者が現場の予防接種員

をモニタリング、指導、助言できる説明責任のシステムを組み込んでいます。彼らが緊急オペレー

ションセンターに戻ると、その日の外出の分析が行われます。 

コンゴ共和国のプロジェクトは成果を挙げた一方で、情報格差という身近な課題にも直面しました。

デジタル・インクルージョンの進展にもかかわらず、世界中で 26 億人がインターネットに接続でき

ないままであり、最近のある分析によれば、そのうちのかなりの割合がアフリカにいます。  

また、強力なインターネット・インフラがないため、地理的空間追跡アプリのリアルタイム・アッ

プロード機能がしばしば中断されました。しかし、このテクノロジーとデータ収集は、ポリオやそ

の他の公衆衛生上の課題を埋めつつあります。 

トゥーレイさんと WHO アフリカチームは、ポリオ以外の目的も含め、この追跡システムをアフリカ

大陸のほかの場所にも導入する予定です。ただし、新しい技術が導入されても、変わらないことが

一つあります。それは、予防接種を受けた子どもたちは皆、指にインクが塗られ、その指を誇らし

げに示すことができるということです。   

 

https://www.gatesfoundation.org/
https://www.gatesfoundation.org/

